
物語を読む意義として
「内的真実」の存在があることを

読み手に気付いてもらう

内的真実に気付ける読書方法

物語のテーマを適切に理解
→現実と関連付けやすい

他者との共有が有効
だと感じた人が多かった

ワークシートが煩雑

物語の内的真実に気付くことのできる読書の方法とは

研究概要

背景・目的

今後の展望


本研究では、内的真実に気付ける読書方法を提案することを目的とした。今年度は「共感」という視点を新たに取り上げ、物語を読んだときの感情と現
実の体験で起きる感情の関連性を他者と共有する読書方法②を考案した。実証実験の結果から、物語には現実と関連した部分があると認識できる効果が
ある可能性が考察された。今後はより多くの被験者に実証実験を行い、方法を改善することが求められている。

昨年度までの研究

先行研究の調査を基に以下の読書方法を考案し、実証実験を実施

物語を読む ワークシート 共有

内容：
①この物語の中で一番印象に残ったシーンは
どこですか？
②この物語のテーマはなんだと思いますか？
③②で考えたテーマに関連した自分の体験な
どはありますか？

結果

新たに考案した読書方法②により、「私たちの読む物語は現実のようだ」という認識が高まることが分かった。また、求
められる作業量が「ちょうどよい」というフィードバックを被験者全員から受けたため、読む人が日常的に実践可能
で、なおかつ効果的な方法を提案できたという点で評価できる。しかし、現実の持つ物語性への認知にはまだ顕著な効
果が認められていないため、更に方法を改善する必要がある。また、今回対象とした被験者が物語に対して肯定的な集
団であったため、どのような属性を持つ人に有効性があるのか確かめるためにも、更なる実証実験が必要である。

先行研究

方法によって、内的真実に気付けるという
結果は得られなかった

考察実証実験の実施

内的真実
物語に含まれている、
現実と本質的に
関連した部分
地域や時代を超えた
人間の普遍的無意識を
描いたもの

目的

物語を読み手自身に関係のない
虚構として読む人は少なくない
日常的に読書をする人が減って
いる

しかし...

物語は単なるフィクションではなく、
すべての人が共感できるもの
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物語のテーマを被験者自身が発見することが必要

物語同一性 リクール(仏哲学者)

人間は「自分とは何者か」を説明するときに、
一つの言葉を以て表現することはできず、必ず
何かしらの物語を語らなければ説明できない

自己についての説明も一種の物語
であり、物語によってアイデンティティ
が表現されている

三つのミメーシス論

人間はどのように自分の物語を理解すべきかに
ついて三段階に体系化

リクールによる

先行形象化 事象を理屈ではなく、
感じたそのままで理解する

事象を物語として構成し再現する

造られた物語を受け手として
受容する

統合形象化

再形象化

物語への没入

没入
物語を読む時、読者は心の中で物語の中に自分
自身を投影し、現実世界と類似したシミュレー
ションの「状況モデル」を構築する

小山内(2020),鈴木(2002)

被験者個人の読解力によって
テーマと経験との関連付けの質が変わってしまう

被験者の読解力に依存しない方法へと改善

他者の感情を類推したり想像したりする社会的能
力の伸長が報告されているが、没入体験の度合い
には個人差がある

「現実は物語のようだ」と認知すること
が自己の理解につながる

自分自身の経験を他人に語ることで
経験を物語として理解できる

すべての読者に共通するような
心の動きに注目する必要性がある

結果・考察

日時：12月11日(木) 放課後
対象：本校15回生、物語が好きな人　人数：8
題材：レオ・バスカーリア『葉っぱのフレディ』

実証実験

考える問い：
①この物語であなたが最も共感した場面は
どこですか？
②その場面を読む時はどのような感情です
か？
③その感情が生まれるのはどのような体験
をするときですか？（具体的な過去の場面
を思い出してみましょう）

物語を読む
３つの問い
について考える

共有

新たに考案した読書方法

人間の普遍的な心理プロセスである「共感」に注目し、
共感したシーンを基に経験との結びつきを考える
読書方法へと改善

アンケート結果

読書方法の実践によって物語の持つ現実性に
気付けるという効果が認められる

現実のもつ物語性の認知には顕著な効果がなく、
更なる改善が必要

テキストマイニング

多くの人に普遍的な「共感」という
部分に着目する

私たちの現実は物語のように感じる
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私たちが読む物語は現実に起こることのように感じる
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被験者全員から
「他者との共有によって新たな発見があった」

「ワークショップの作業量がちょうどよかった」
という評価を得た

例えば、神話や物語には
「英雄の冒険」を描いたものが多くある

冒険の展開には、以下のようなパターンが見られる

未知の世界へ
出かける

試練に直面し
乗り越える

帰還する

人間の個人の経験に依らない普遍的な部分が
物語に反映されている

ワークショップ後増加

ワークショップ後変化が見られない

共感

感情

経験 個人の読解力に依らず、自分と物語の
間にある共通性、関連した経験を想起

内的真実の発見


